
リコール届出日 ： 平成 22年 4月8日

2507

 コマツユーティリティ株式会社

①、②電気装置（電気配線）

①

②

①

②

原動機の電気配線の接続を誤ったため、燃料噴射時期制御が正常に
行われず、走行中の排出ガス量が道路運送車両の保安基準の規制値
を満足しないおそれがある。

届出者の氏名又は名称
     代表取締役社長  礒田　進

不具合の部位（部品名）

原動機の電気配線の接続を誤ったため、バッテリの警告灯に球切れが
発生すると、オルタネータが発電しなくなる場合がある。そのため、その
ままの状態で使用を続けると、最悪の場合、原動機が停止し、再始動で
きなくなるおそれがある。

改善措置の内容

不具合件数 ①、②　0件 無し

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

リコール届出番号 リコール開始日 平成22年 4月8日

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

事故の有無

全車両、電気配線を正規の状態に接続し直すとともに、水温センサーお
よび燃料噴射時期制御コントローラを新品に交換する。

全車両、電気配線を正規の状態に接続し直す。

連絡先 ：自動車交通局技術安全部審査課リコール対策室
ＴＥＬ     ：０３－５２５３－８１１１  内線４２３５３
アドレス ：http://www.mlit.go.jp

問合せ先： 栃木工場

品質保証部

ＴＥＬ ：0285-28-9640

車名 型式 通称名 備       考

KDN-M231 FD30H,FD35A
① 7
② 7

EDM-SM228 FD20,FD25 ①93

EDM-M228 FD25 ① 4

EDM-SM229 FD30 ① 10

EDM-M229 FD30 ① 2

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

7台

リコール対象車の
車台番号(シリアル番号)の範囲

及び製作期間

リコール対象車
の台数

・使用者：直接電話またはダイレクトメール等により連絡する。
・分解整備事業者：使用者を把握しているため、周知のための措置はとらな
い。
・対策完了車両は、ステッカ(2507)をダッシュボード前面右上方に貼り付け
る。

M229-300501～M229-301076
平成21年11月9日～平成22年1月14日

M229-300586～M229-300920
平成21年11月17日～平成21年12月23日

M228-300077～M228-301396
平成21年9月11日～平成22年2月4日

①、②社内情報による。

コマツ

10台

4台

発見の動機

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

M231-300597～M231-301197
平成21年11月18日～平成22年1月22日

M228-300610～M228-301404
平成21年11月20日～平成22年2月5日

93台

2台

(計5型式) (計5車種) (計116台)
①116
②　7

（製作期間の全体の範囲）
(平成21年9月11日～平成22年2月5日）


